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み
ん
な
の
公
園　

マ
ナ
ー
を

守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

公
園
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
み
ん
な
が
集
う
憩
い
の

場
所
で
す
。
お
互
い
に
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
内
の
多
く
の
公
園
で

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
り
「
公

園
愛
護
会
」
が
組
織
さ
れ
、
公
園

の
清
掃
や
除
草
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
公
園
の
美
化
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
利
用
マ
ナ
ー

①
夜
間
の
迷
惑
行
為　

夜
間
に
大

声
で
話
を
す
る
こ
と
は
、
近
所
の

皆
さ
ん
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

②
公
園
は
火
気
厳
禁　

公
園
内
で

の
火
気
の
使
用
は
禁
止
し
て
い
ま

す
。
花
火
遊
び
な
ど
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

③
ご
み
の
ポ
イ
捨
て　

空
き
缶
、

紙
く
ず
な
ど
の
ご
み
は
必
ず
持
ち

帰
り
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
利

用
で
き
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

④
公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び　

周
り

の
家
に
ボ
ー
ル
が
飛
び
込
む
と
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
周
囲
の
状
況
を

確
認
し
注
意
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

⑤
公
園
内
の
施
設
の
使
用　

ト
イ

レ
や
遊
具
な
ど
公
園
内
の
施
設
は

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
地
区
の
運
動
会
や
子
ど
も
会
行

事
な
ど
で
公
園
を
独
占
的
（
一
部

も
含
む
）
に
使
用
す
る
場
合
は
、

事
前
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

都
市
計
画
課
（
内
線
５
６
３

３
・
５
６
３
４
）

住
民
票
や
戸
籍
の
請
求
な

ど
に
は
、
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
書
類
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
が
他
人
に
不
正
に
取

得
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
平

成　

年
５
月
、
住
民
基
本
台
帳
法

20
お
よ
び
戸
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
住

民
票
や
戸
籍
証
明
書
（
戸
籍
謄
抄

本
な
ど
）
を
請
求
す
る
と
き
は
、

窓
口
で
本
人
を
確
認
す
る
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

窓
口
に
来
る
方
は
、
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
き
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
官
公

庁
発
行
の
写
真
付
き
身
分
証
明
書

（
本
人
確
認
書
類
）を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
官
公
庁
発
行
の

写
真
付
き
身
分
証
明
書
な
ど
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
、

介
護
保
険
証
、
年
金
証
書
な
ど
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
の
確
認
で

き
る
複
数
の
書
類
を
お
持
ち
い
た

だ
け
れ
ば
請
求
で
き
ま
す
。
ま
た
、

聞
き
取
り
な
ど
の
方
法
で
も
「
本

人
確
認
」
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

代
理
の
方
は
、
委
任
状
な
ど
も
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
異
動
届
お
よ
び
戸
籍
届
出

に
係
る
「
本
人
確
認
」
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課
（
内
線
２
３
１
３
・

２
３
１
４
）

「
写
真
付
き
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
」
は
公
的
な
身

分
証
明
書
と
し
て
ご
利
用

で
き
ま
す

　

近
年
、
振
り
込
め
詐
欺
や
な
り

す
ま
し
な
ど
の
各
種
犯
罪
防
止
の

た
め
、
公
的
な
身
分
証
明
書
の
提

示
を
求
め
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て

お
り
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
抄
本
な

ど
の
請
求
の
際
に
も
本
人
確
認
書

類
の
提
示
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
」
は
、
住
民
登
録
を
行
っ

て
い
る
市
町
村
の
窓
口
で
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
、
公
的
な
身
分
証

明
書
と
し
て
も
ご
利
用
で
き
る
安

全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

・
カ
ー
ド
の
有
効
期
限　
　

年
間

10

・
申
請
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

分
30

　

申
請
に
必
要
な
も
の
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課
（
内
線
2
3
1
7
）

福

祉

手

当

特
別
障
害
者
手
当

　

精
神
ま
た
は
、
身
体
に
重
度
の

障
害
を
有
す
る
た
め
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
要

す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の　

歳
以

20

上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額　

月
額
2
6
、4
4
0
円

障
害
児
福
祉
手
当　

　

在
宅
の
重
度
障
害
児
（　

歳
未

20

満
）
で
、
日
常
生
活
の
活
動
が
著

し
く
制
限
さ
れ
、
介
護
を
要
す
る

状
態
に
あ
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額　

月
額
1
4
、3
8
0
円

問　

障
害
福
祉
課

　
　

（
内
線
2
4
7
5
）
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国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証

更
新
は
、
８
月
２
日
か
ら

受
け
付
け
し
ま
す

　
　

歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た
場

70
合
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」（　
70

歳
か
ら　

歳
の
方
で
市
民
税
非
課

74

税
の
世
帯
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」）を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院

時
の
医
療
費
の
減
額
な
ど
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
は

有
効
期
限
が
７
月　

日
ま
で
で
す

31

の
で
、
改
め
て
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん
（
ゴ
ム
印
を
除
く
）

・
国
民
健
康
保
険
証

・
入
院
日
数
の
わ
か
る
領
収
書
な

ど
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
過
去

１
年
の
内　

日
以
上
入
院
の
場
合

90

の
み
）

※
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交

付
は
、
国
保
税
の
滞
納
が
な
い
世

帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課
（
内
線
２
３
４

９
・
２
３
４
５
）・
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
・
各
支
所

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

皆
さ
ん
へ

◇
保
険
者
証
の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
証
（
保
険
証
）
は
、
８
月
１

日
が
更
新
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

　

今
回
の
更
新
に
伴
い
、
保
険
証

の
色
が
、
こ
れ
ま
で
の
オ
レ
ン
ジ

色
か
ら
緑
色
に
変
わ
り
ま
す
。
８

月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
に

か
か
る
と
き
は
、
緑
色
の
保
険
証

を
忘
れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
平
成　

年
22

７
月　

日
と
な
っ
て
い
る
オ
レ
ン

31

ジ
色
の
保
険
証
は
、
８
月
１
日
以

降
に
保
険
証
に
同
封
さ
れ
て
い
る

封
筒
で
、
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
ま
で
返
還
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

７
月　

日
が
有
効
期
限
の
認
定

31

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
８
月
１
日

以
降
も
認
定
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
に
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
新

し
い
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。

８
月
以
降
に
医
療
機
関
に
入
院
の

際
に
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
医
療

機
関
の
窓
口
へ
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課
（
内
線
２
３
４

９
）・
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合　

�　

－

　

－

1
0
2

022

266

1
・
1
0
2
6

◇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決

定
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
お
届
け

し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
に
は
、
平
成　

年
中

21

の
所
得
に
基
づ
き
、
加
入
者
ご
と

に
保
険
料
の
計
算
（
確
定
賦
課
）

を
行
い
、
７
月
中
旬
に
平
成　

年
22

度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
お
よ
び

納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
年
齢
到
達

（　

歳
）や
死
亡
し
た
と
き
、転
入
・

75転
出
を
し
た
と
き
な
ど
に
は
、
月

割
計
算
に
よ
り
保
険
料
を
算
定
し

ま
す
。

　

納
入
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
、

ま
た
は
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
後
期
高

齢
者
医
療
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課
（
内
線
2
3
4

2
・
2
3
3
9
）・
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課

「
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度

に
係
る
地
方
公
聴
会
」
の
開
催

　

現
在
、
国
で
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
廃
止
後
の
新
た
な
制
度
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
幅
広
く
反
映
で
き

る
よ
う
、
各
地
で
公
聴
会
を
開
催

し
ま
す
。

と　

き　

８
月
４
日
�　

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

仙
台
市
太
白
区
文
化
セ

ン
タ
ー
（
た
い
は
っ
く
る
）

※
入
場
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
事
項
を
記
載
の
上
、
は

が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
E
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

①
「
高
齢
者
医
療
制
度
公
聴
会
」

参
加
希
望
と
記
載　

②
開
催
地

（
宮
城
県
）　

③
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）

④
郵
便
番
号
・
住
所　

⑤
電
話
番

号　

⑥
職
業　

⑦
年
齢

申
込
期
限　

７
月　

日
�
〔
消
印

21

有
効
〕

申
・
問　

〒　

－

８
９
１
６
東
京

100

都
千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
２
番

２
号　

厚
生
労
働
省
保
険
局
高
齢

者
医
療
課
�　

－

5
2
5
3－

03

1
1
1
1
（
内
線
3
1
9
8
・
3

1
9
2
）
Ｆ
Ａ
Ｘ　

－

3
5
9
5

03

－

3
5
0
6

Ｅ
メ
ー
ル　

k
o
c
h
o
k
a
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